
略　語・用　語
ArHo
際的なΈの中でʮΞルΰϑローτʯをશ世界の海洋にల։し、海面から水ਂࠃ
����̼程度までのදから中の水温、Ԙ分の観測をするܭը。気候に大͖くӨ
をリΞルタイムでѲする。"SHP（Ξルΰ）とはΪリγϟਆにग़گする海洋の状ڹ
てくるધの໊લにͪなΜでいる。

DCPC･（Data･ColleDtion･or･ProEVDtion･Centre）
データऩू࡞センター。8.0情報γスςム（8*4）に͓いて、気象にؔする֤छ
データのऩूやࢿྉの࡞をߦう。

EPOS･（EarthRVake･Phenomena･OCTerWation･SyTtem）
地׆ಈ૯߹ࢹγスςム。気象ி本ிٴͼ大۠ࡕ気象に͓いて日本શࠃに
͓ける地や波の観測データをリΞルタイムでࢹし、ٸۓ地報、波ܯ報・
ҙ報や地・波にؔする情報、南海τラϑ地ྟ時情報をࡂ機ؔ、報道機ؔ
にਝにఏڙするγスςム。

GAW（GloCal･AtmoTphere･WatDh）
શ球大気ࢹ。温ࣨ効果Ψス、Φゾン、エーロゾル、ੑࢎ雨など地球ڥにؔΘる大
気分にͭいて、地球نで高ਫ਼度に観測し、Պֶ的な情報をఏڙすることを的
に、8.0が����年に։࢝したࠃ際観測ܭը。

GCOS（GloCal･Climate･OCTerWinH･SyTtem）
શ球気候観測γスςム。気候ܥのࢹ、気候変ಈのݕग़やӨڹධՁの実ࢪにඞ要
な気候ؔ࿈データや情報をऩूし、෯く利用で͖るようにするため、様々な観測
γスςムやωッτϫーΫをࠃ際的にௐするγスςムとして����年にઃཱされた。
ҭՊֶจ化機ڭ࿈ࠃ、8.0 （ؔ6/&4$0）間海洋ֶҕһձ（*0$）、ࠃ࿈ܭڥը
際Պֶձࠃ、（1&/6） （ٞ*$46）がڞ同ࢧԉ機ؔで͋る。

GFCS（GloCal･Framework･Gor･Climate･SerWiDeT）
気候サーϏスのための世界的Έ。気候変ಈのదԠࡦをは͡めとする͋らΏる
レϕルのࡦやҙܾࢥ定に気候情報を׆用し、ࣾ ձが気候リスΫ（気候によͬてӨڹ
を受けるՄ能ੑ）をదに理しରԠで͖るようにすることをࢦすΈ。8.0
がਪਐしている。

GISC（GloCal･InGormation･SyTtem･Centre）
શ球情報γスςムセンター。8.0情報γスςム（8*4）に͓いて世界の気象௨信
の中֩をなし、気象にؔする֤छデータのަやࢿྉの理をߦう。気象ிは8.0
からの໊ࢦを受け、世界にઌۦけて平��年݄̔からӡ用を։࢝した。

GNSS（GloCal･NaWiHation･Satellite･SyTtem（T））
શ球測ҐӴγスςム。Ӵを用いてҐ置をܾ定するγスςムで、一ൠにはΧーφ
Ϗήーγョンγスςムの利用でೃછΈਂい。高いਫ਼度でのҐ置ܾ定がՄ能で、
高大気に͓ける風の観測や地͋るいはՐࢁ現象などにう地֪変ಈを観測す
ることがՄ能で͋る。また、最近では、水ৠ気により電波のԆがੜ͡ることを利
用して、このγスςムから大気中の水ৠ気分布をਪ定することもߦΘれている。
(/44は、(14（(MPCBM�1PTJUJPOJOH�4ZTUFN）をは͡めとするӴ測Ґγスςムશൠ
をࣔす呼称で͋る。
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GOOS（GloCal･ODean･OCTerWinH･SyTtem）
શ球海洋観測γスςム。શ世界の海洋のڥや変ಈをࢹして、その予測をՄ能にす
るためのظ的でܥ౷的な海洋観測γスςムをߏஙするࠃ際的なܭը。Ϣωスί
間海洋ֶҕһձ（*0$）、8.0がਪਐしている。

GOS（GloCal･OCTerWinH･SyTtem）
શ球観測γスςム。世界気象ܭ（888）ࢹըのもとでల։されている地球نの
観測。地上気象観測所、高気象観測所、ધഫ、ϒイ、ߤ空機、気象Ӵからߏさ
れる。

GPS（GloCal･PoTitioninH･SyTtem）
米ࠃによͬて։発・ӡ用されている൚地球測Ґγスςム。ৄ 。は(/44の項を参照ࡉ

GPV（GriE･Point･ValVe）
֨子値の項を参照。

GTS（GloCal･TeleDommVniDation･SyTtem）
શ球௨信γスςム。気象ࢿྉのࠃ際的なަ、信をߦうためにߏஙされたશ世界的
な気象௨信ωッτϫーΫ。

ICAO（International･CiWil･AWiation･OrHani[ation）
いてͮج空（γΧΰ）にߤ際ຽ間ࠃ空機ؔ。ত��年（��44年）のߤ際ຽ間ࠃ
ઃཱされた、ࠃ際࿈߹のઐ機ؔの一ͭ。

ICG/PTWS（InterHoWernmental･CoorEination･GroVp･Gor･the･PaDipD･
TTVnami･WarninH･anE･MitiHation･SyTtem）
太平洋波ܯռ・ࡂݮγスςムのための間ௐάループ。ত��年（����年）のν
リ地波では、Θがࠃを含め太平洋पลのൣғにΘたり波による大͖なඃ
がੜ͡た。この܇ڭから地・波にؔする情報をؔࠃ間で૬ަޓし、波ࡂ
のࢭ・ܰ をਤることを的として、ত4�年（����年）にϢωスί間海洋ֶҕݮ
һձ（*0$）にଐする間৫として発した。平��年（����年）��݄に現ࡏの໊
称に変更された（چ称は、*$(�*546）。ྩ ̐年（����年）̍ ݄現ࡏ、太平洋पลの4�
のࠃまたは地域が参加している。

IPCC（InterHoWernmental･Panel･on･Climate･ChanHe）
気候変ಈにؔする間パωル。8.0とࠃ࿈ܭڥը（6/&1）がত��年（����年）
にઃཱ。世界中のՊֶऀのྗڠのԼ、気候変ಈの（̍）ࣗ વՊֶ的ࠜڌ、（̎）Өڹ・దԠ
ॻをऔりまとめていࠂい、報ߦ的ଆ面のධՁをࡁܦ・のࣾձ的ࡦ੬ऑੑ、（３）؇・ࡦ
る。*1$$の報ࠂは、気候変ಈにؔするࠃ際ަবの場などで、ަ বのج൫となるՊֶ的
ݟとしてѻΘれている。

LIDEN（LiHhtninH･DeteDtion･Network･SyTtem）
ཕࢹγスςム。ཕにより発ੜする電波を受信し、そのҐ置、発ੜ時刻の情報を࡞
するγスςム。

NEAR-GOOS
（North-EaTt･ATian･ReHional･GloCal･ODean･OCTerWinH･SyTtem）

౦ΞδΞ地域海洋観測γスςム。(004の౦ΞδΞ地域プロδΣΫτで͋り、参
加֤ࠃの海洋観測データをଈ時的にࠃ際ަするためのデータϕースをӡ用して
いる。日本、中ࠃ、ؖ 。ロγΞが参加している、ࠃ

33�

GUIDEBOOK2025_P337_34�_<P337> GUIDEBOOK2025_P337_34�<P33�>2024年12月24日 午後7時3�分

ⅩⅠུޠɾ༻ޠ ⅩⅠུޠɾ༻ޠ



PLUM๏（PropaHation･oG･LoDal･UnEampeE･Motion･๏）
で強い༳ܭ地報の度予測に用いるख๏のͻとͭ。ʮ予測地の付近の地ٸۓ
れが観測されると、その予測地も同͡ように強く༳れるʯという考えํにैͬてい
る。

RCC（ReHional･Climate･Centre）
地۠気候センター。8.0の֤地۠の気象機ؔにରして気候ۀのࢧԉをߦうた
め、ࢹ・予測ࢿྉのఏڙやڭҭ܇࿅を実ࢪする。気象ிは平��年（����年）にΞ
δΞ地۠の3$$となͬた。

RSMC（ReHional･SpeDiali[eE･MeteoroloHiDal･Centre）
地۠ಛผ気象センター。୲地域の気象機ؔをࢧԉするため、気象・風のղੳ・予
報ࢿྉのఏݚ、ڙम、ٸۓڥରԠの׆ಈをͬߦている。気象ிはओにΞδΞ地۠
で34.$を୲ͬている。

VAAC（VolDaniD･ATh･AEWiTory･Centre）
空機ߤ際ຽ間ࠃ。փ情報センターࢁ空࿏Րߤ （ؔ*$"0）に໊ࢦされ、Րࢁփのࢹ、
として、౦ΞδΞ、$""7ژう。気象ிは౦ߦをڙփ情報（7""）のఏࢁ空࿏Րߤ
太平洋ٴͼݍۃの一෦を୲している。��

WINDAS（WinE･Propler･Network･anE･Data･ADRViTition･SyTtem）
��か所にઃ置した無ਓのウΟンドプロϑΝイラ観測ࠃγスςム。શࢹ地的気象ہ
すߏでہͼデータをࣗಈ的にऩूする中ԝॲ理ٴہࢹする中ԝޚとこれを੍ہ
るγスςム。

WIPPS（WMO･InteHrateE･ProDeTTinH･anE･PreEiDtion･SyTtem）
8.0౷߹ॲ理・予測γスςム。世界気象ܭ（888）ࢹըのもとで、8.0加ໍࠃの
利用にڙするために気象のղੳ、予報ࢿྉを࡞する体੍とそのためのγスςム。

WIS（WMO･InGormation･SyTtem）
8.0情報γスςム。ै དྷのશ球௨信γスςム（(54）によるଈ時 ・ੑ֬ 実ੑがඞ要な
データަの効化をਐめるのに加え、֤ ྉを効ࢿՈセンターにରして֤छࠃࠃ
ྑくࡧݕ・औ得で͖るようにするために౷一した情報Χタロάを備・ఏڙする౷߹
気象情報௨信。中֩をなすશ球情報γスςムセンター（(*4$）、データऩू࡞セ
ンター（%$1$）、֤ 。されるߏՈセンター（/$）からࠃࠃ

WMO（WorlE･MeteoroloHiDal･OrHani[ation）
世界気象機ؔ。世界の気象ۀࣄのௐ的発లをඪとしたࠃ際ܭըのਪਐ・ௐを
いてઃཱされ、ཌত��年ͮجうため、ত��年（����年）に世界気象機ؔにߦ
（����年）にࠃ際࿈߹のઐ機ؔとなͬた。ྩ ̓年（����年）̍ ݄現ࡏ、���かࠃと̒
ྖ域がߏһとして加ໍしている。（日本はত��年（����年）に加ໍ）。ࣄہ本෦は
スイスのδϡωーϒに置かれている。

WWW（WorlE･Weather･WatDh）
世界気象ܭ888。ࢹըは8.0の中֩をなす׆ಈで͋り、世界֤ࠃに͓いて気象
のためඞ要となる気象データを的֬にೖखで͖ることを的とする。શߦのۀ
世界的な気象観測（શ球観測γスςムɿ(04）、௨信（શ球௨信γスςムɿ(54）、
データॲ理γスςム（8.0౷߹ॲ理・予測γスςムɿ8*114）の備強化がこのܭը
のࠜװとなͬている。
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アデス
気象ி本ிγスςムӡ用 （ࣨ౦ژਗ਼ࢢ）ٴͼ大۠ࡕ気象にઃ置された気象情
報ૹॲ理γスςムのこと。気象ࢿྉのฤ ・ू中ܧなどの௨信ॲ理、でのデータ
利用のためのۀॲ理をͬߦている。

アメダス
（AMeDASɿ･AVtomateE･MeteoroloHiDal･Data･ADRViTition･SyTtem）

શࠃ����か所の観測所と観測データのऩ ・ू信のॲ理を͓こなうセンターγ
スςムでߏされた、気温や降水量などをࣗಈ的に観測しఏڙするγスςムをいう。
Ξϝダスはこのγスςム（地域気象観測γスςム）のӳ໊ޠの಄ޠࣈで͋る。

アンサンブルख๏
ॳظ値に含まれるޡ差や数値予報モデルがશではないことによりੜ͡る、予測݁
果のෆ֬実ੑにؔする情報を、ଟ数の予測ࢉܭからநग़するํ๏。ॳظ値のޡ差を考
慮するख๏をʮॳظ値Ξンサンϒルख๏ʯ、数値予報モデルのෆશੑを考慮するख
๏をʮモデルΞンサンϒルख๏ʯと呼Ϳ。

ҟৗ気象
一ൠに、աڈにݧܦした現象から大͖く֎れた現象のこと。大雨や強風のܹしい数
時間の現象から数か݄もଓくׯばͭ、ۃなྫྷՆ・ஆౙなども含Ή。また、気象ࡂも
異常気象に含Ή場߹が͋る。気象ிでは、気温や降水量などの異常をஅする場߹、
͋・ଇとしてʮ͋る場所（地域）ݪ る時ظ（ि、݄ અ）に͓いて���年間に̍ճҎԼق、
のස度で発ੜする現象ʯを異常気象としている。

ҟৗைҐ
高ைや波とは異なり、ൺֱ的ظ間（̍ि間から３か݄程度）ܧଓして、ைҐが平常
より数ेセンνϝーτル程度高く（もしくは低く）なる現象。ݪ因は、気圧置・海水
温・海ྲྀの変ಈなどଟذにΘたり、これらがෳ߹して発ੜすると考えられている。

Οンυシアー（winE･Thear）
大気中の異なる̎間で、風の強さや͖がٸ変する状態、またはそのٸ変域。

Οンυプϩファイラ（winEpropler･raEar）
電波を地上から上空にけて発射して、大気により散乱される電波をॲ理すること
により観測上空の風・風を測定するレーダー。

Τーϩκル（aeroTol）
大気中にු༡しているݻ体͋るいはӷ体のඍ粒子。地දや海洋からい上がるもの
や、׆ۀಈによͬてഉग़されるഗԎなどが͋る。太ཅ光のٵऩŋ散乱や雲のੜな
どにӨڹする。

Τルχーχϣݱ象（El･NiÑo）
太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて海面水温が平年より高くな
り、その状態が̍年程度ଓく現象で数年͓͖に発ੜする。これにͬて、日本を含め
世界中の異常な天候の要因となり得ると考えられている。�

Φκン全 （ྔtotal･DolVmn･o[one）
地දから大気ݍ上までの気பに含まれるશてのΦゾンをੵࢉした量。Ծに大気中
のΦゾンをશて̍気圧、̌ ˆとして地දにूめたと͖に、Φゾンͩけからなるのް
Έをセンνϝーτル୯Ґで測り、この数値を����ഒしてදΘす。୯ҐはN�BUN�DN（ϛ
リΞτムセンνϝーτル）または%6（%PCTPO�6OJU�ドϒιン୯Ґ）で͋る。
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Φκンϗール（o[one･hole）
南球のय़に南ۃ域上空のΦゾン量がۃにগなくなる現象。

温室効果ガス（HreenhoVTe･HaTeT）
地ද面から์ग़される赤֎線をٵऩして大気をஆめる効果（温ࣨ効果）をもͭ気体
（Ψス）の૯称。ೋࢎ化素、ϝタン、一ࢎ化ೋ素などが͋る。また、水ৠ気も温ࣨ効
果をͭ࣋ことがられている。

ղੳӍྔ
Ξϝダスや࣏ࣗ体の雨量ܭによる雨量観測とレーダーによる面的な雨の分布・強
さの観測とのそれͧれの所をΈ߹Θͤて、よりਫ਼度が高い、面的な雨量を̍LN
֨子ղੳしたもの。

海ྲྀ
海洋の΄΅ܾまͬた場所を΄΅定常的にྲྀれる大نなྲྀれ。ද的なものに日本
の南岸をྲྀれるࠇைや大洋のϝΩγίྲྀが͋る。

火ྲྀࡅ
Րにより์ग़されたഁย状のݻ体物࣭とՐࢁΨスがࠞ߹状態で、地දに沿ͬて
ྲྀれる現象。Րྲྀࡅの度は時ඦLNҎ上、温度は数ඦˆにୡすることも͋り、ഁ յ
ྗが大͖く、ॏ要なࡂ要因となりえる。

火山火予࿈བྷ会
ՐࢁՐ予ܭըに͖ͮجত4�年に৫。Րࢁにؔする観測ڀݚをߦう気象ி、大
ؔ、されߏやઐՈからऀݧܦ機ؔのֶࣝڀݚཱࠃ、ֶ にۀͼٴڀݚ機ؔの
ؔする果ٴͼ情報のަ、Րࢁ現象にͭいての૯߹的அをͬߦていたが、ྩ ̒
年݄̐にจ෦Պֶলにઃ置されたՐࢁௐࠪڀݚਪਐ本෦のऔを౿まえ、ྩ ̒
年��݄にऴྃした。ࣄہは気象ிが୲していた。

ガストフϩント
ੵ雲やੵ乱雲からਧ͖ग़したྫྷ気のઌとपғの空気とのڥ界をࢦし、લ線状のߏ
をͭ࣋。降水域からपғにがることがଟく、数��LN͋るいはそれҎ上れた地
までਐߦする場߹が͋る。地上では、ಥ風と風のٸ変、気温のٸԼ降と気圧のٸ
上ঢが観測される。

気候モデル
気候をܗする大気、海洋、面のॾ因子を数値モデル化（それͧれ大気大॥モ
デル、海洋モデル、面モデルという）し、これをΈ߹Θͤࢉܭ機上で実ߦして気候
を予測する数値予報モデル。

地報ٸۓ
地波には、ൺֱ的ૣく౸ୡする̥波（ॳظඍಈ）と、れて౸ணしओ要なഁյ現象を
Ҿ͖ىこす̨波（ओ要ಈ）が͋る。ٸۓ地報とは、ݯ近の観測の̥波の観測
データをॲ理することにより、ݯから͋る程度れた地域に͓いて̨波が౸ୡす
るલに、地が発ੜしたこと、ݯとϚάニνϡードのਪ定値、̨ 波の౸ୡ予時刻、
予度、予पظ地ಈ֊ڃなどにͭいて、Մ能なݶりଈ時的に発දする情報の
こと。また、観測に༳れが౸ୡし、पล地域に強い༳れがདྷることが予される場
߹は、ݯやϚάニνϡードのਪ定݁果にؔΘらͣそのࢫを発දする。

空ৼ
Րなどによͬてपғの空気がৼಈしてিܸ波となͬて大気中にする現象。
Րの΄か、ՐྲྀࡅのྲྀԼなどにい発ੜする。

3��

GUIDEBOOK2025_P337_34�_2L_<P341>2025年2月3日 午後5時32分

ⅩⅠུޠɾ༻ޠ ⅩⅠུޠɾ༻ޠ



計ࣼ
地൫の͖を測定する機器で、地やՐ׆ࢁಈにう地֪変ಈのࢹに用いる。

έーブルࣜ海ఈ地計
海ఈにઃ置する地ܭで、地ܭのデータを、信߸έーϒルを௨͡て上までૹるํ
ࣜのもの。地ܭやデータૹ෦は高い水圧にえられるよう圧ᝑ体に෧ೖさ
れる。機器とέーϒルを海ఈにෑઃするため、ࣗ にൺඅ用がかܭ上ࣜ海ఈ地ුݾ
かるが、常時観測がՄ能で͋る。

値（GPVɿGriE･Point･ValVe）ࢠ֨
数値予報の݁ࢉܭ果を、大気中のԾ的な౦・南・高さでදした࠲ඪ（ཱ体的な֨
子）にׂりてた、気温、気圧、風の大気状態（物理量）。ίンϐϡータで気象状態の
ը૾දࣔやԠ用ॲ理にదしたデータのܗ態で͋る。数値予報のࢉܭもこのようなཱ
体的な֨子上で物理量の予測をߦう。

海ఈ地計্ࣜුݾࣗ
海ఈにઃ置する地ܭで、ધഫからԼし海ఈにめて、観測したޙに海面上にු
上さͤճऩするํࣜのもの。地ܭやデータه装置は高い水圧にえられるよう
圧༰器（Ψラス球）に֨ೲされている。観測データをهで͖るظ間は数か݄
から̍年程度。ظ間のࢹにはかないが、έーϒルࣜ海ఈ地ܭより҆Ձで、ま
た機ಈ的な観測がՄ能で͋る。

地計
地によͬて発ੜした地波をܭ測するܭ器で͋る。ଟくの地での地波が౸ୡ
した時刻や地波のৼ෯などから、地の発ੜ場所、ਂ さ、ن（Ϛάニνϡード）が
。められるٻ

地波
こり、このিܸが地中を波のىいがͣれるようにޓにڥੴのഁյは௨常͋る面をؠ
ૄ、態によͬてܗでΘる。これを地波といい、そののܗ ີの状態がΘるॎ
波（̥波）、ͣ れの状態がΘるԣ波（̨波）、地球のද面に沿ͬてΘる波（ද面波）に
大ผで͖る。

地災ରڧࡦԽ地域定会
౦海地の発ੜの͓それの༗無にͭいて定をߦうための৫。ձҎԼෳ数໊ҕ
һ（いͣれもֶࣝऀݧܦ）でߏされる。ຖ݄定例に։࠵される΄か、気象ிがࢹす
る౦海地域のデータにج४Ҏ上の異常が現れた場߹、ྟ 時に։࠵され、その定݁果
は気象ிに報ࠂされる。

ݯ
地発ੜ時には、地球෦でؠੴのܹٸなഁյが࢝まり、それが͋るさまで֦大す
る。ݯとはそのഁյの։࢝したϙインτをࣔす。ݯの上の地දをԝといい、
ഁյされたྖ域શ体をݯ域という。

度
地によりੜ͡た地面の༳れのことを地ಈという。地ಈは、地、地波が
Θͬてくるܦ࿏、その地域の地൫やݐ物のܗ状の要因により、その大͖さ、पٴظ
ͼܧଓ時間、様々なੑ࣭が͋る。度は、これら地ಈのੑ࣭を考慮にೖれ、地に
よるඃと地ಈとをؔ࿈ͮけるとともに؆୯な数ࣈで༳れの強ऑの程度をදすࢦ
ඪで͋る。
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ਫৠ気火
Րࢁの地Լに͋る水が加され、またはݮ圧により、ܹٸに水ৠ気となͬてுする
ことをۦಈྗするՐで͋る。

値予報
物理๏ଇに͖ͮج、কདྷの気温、気圧、風などの大気の状態を数値として予測する技
術。このࢉܭには、大なԋࢉॲ理がඞ要で͋るため、スーパーίンϐϡータが使Θ
れる。

静止気象衛星
赤道上空�����LNの高さに͋ͬて、地球のࣗసと同一पظで地球のपりをެసし
ているため、常に同͡場所から地球を観測する気象Ӵ。ΘがࠃのʮͻまΘりʯの΄
か、米ࠃの(0&4、Ԥभの.&5&04"5がӡ用されている。

ݍ
ରྲྀݍと中間ݍの間に͋る大気ݍ。����年に8.0は、ʮରྲྀݍ界面（̒ʙ��LN）と
ݍ界面（��ʙ��LN）との間に͋り、気温が一ൠに高さとともに高くなるྖ域ʯと定
ٛした。

ઢঢ়߱ਫ帯
次々と発ੜする発ୡした雨雲（ੵ乱雲）がྻをなした、৫化したੵ乱雲܈によͬて、
数時間にΘたͬて΄΅同͡場所を௨աまたはఀすることで࡞りग़される、線状に
৳ͼるさ��ʙ���LN程度、෯��ʙ��LN程度の強い降水をともなう雨域。

෩
太平洋または南γφ海にଘࡏするଳ低気圧のうͪ、低気圧域の最大風が
͓よそ��N�TҎ上のもの。

ダンόースト
ੵ雲やੵ乱雲からੜ͡る強いԼ降気ྲྀをࢦし、地面にিಥしपғにਧ͖ग़すಥ風を
ੜ͡る。地上では、発散ੑのಥ風の΄か強雨・ᯔとともに࿐温度のԼ降をうこと
が͋る。ඃ域はԁまたはପԁ状となることがଟい。また、強い低ウΟンドγΞー
をىこす現象の一ͭで͋り、ߤ空機の発ணに大͖なӨڹを༩える。पғのਧ͖ग़
しが̐LNະຬのものをϚイΫロόースτ、̐ LNҎ上のものをϚΫロόースτとも
呼Ϳ。

高ை
風や発ୡした低気圧にう気圧降Լによる海面のٵい上͛効果とԭから海岸に
かͬてਧく風によるਧ͖ͤد効果のため、海面が異常に上ঢする現象。

רཽ
ੵ雲やੵ乱雲にͬて発ੜするԖ࣠をܹͭ࣋しいӔ͖רで、࿙ే状またはப状の
雲や、上では͖ר上がる࠭ਖ、海上では水பをうことが͋る。地上では、ऩଋੑや
ճసੑをͭ࣋ಥ風や気圧降Լが観測され、ඃ域はଳ状・線状となることがଟい。

地֪ؠੴひͣΈ計
地Լ数ඦ̼にຒめられたԁܗのݕग़෦が、पғのؠ൫から受けるྗによͬて変ܗ
する様子をۃめて高いਫ਼度でݕग़し、それによりؠ൫の৳ॖをとらえる観測装置。୯
にͻͣΈܭとも呼Ϳ。
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ைҐ
波࿘などपظの短い変ಈをऔりআいた海面の高さを、͋ るج४の高さから測ͬたも
のをいう。݄ や太ཅなどのҾྗによͬてੜ͡るຬை・ׯைのような海面の上Լಈがை
ࣚで͋る。

प期地動֊ڃ
大͖な地でੜ͡る、पظ（༳れが̍ԟ෮するのにかかる時間）がい大͖な༳れの
ことをपظ地ಈという。पظ地ಈ֊ڃは、地時のਓのߦಈのࠔさの程度
や、Ո۩やॄ器のҠಈ・సなどのඃの程度をجにपظ地ಈによる༳れの大͖
さを̐ͭの֊ڃに۠分したࢦඪで͋る。

津波
大͖な地によͬて、海ఈに地֪変ಈがੜ͡た݁果、海水がԡし上͛られ、͋ るい
はҾ͖Լ͛られ、これが波となͬてपғにがͬていく現象。௨常の波とは異なり、
で͋る。波が地に近ͮݥةるので、ඇ常にͤد大な水のմが一気に沿岸にԡしڊ
͖水ਂがઙくなると、度はくなるとともに、波の高さはٸに高くなる。

データಉԽ
気象がߦう地上気象観測や高気象観測のように、͋ るܾまͬた時刻にߦΘれ
る観測に加えて、يۃ道Ӵ観測などのಛに観測時刻が定まͬていない観測など、
様々な観測データを数値予報のʮॳظ値ʯ（予測ࢉܭを։࢝する時刻の気温や風な
どの大気の状態）として׆用するためのख๏。

特別警報ɺ警報ɺҙ報
ಛผܯ報とは、予される現象がಛに異常で͋るためॏ大なࡂのىこる͓それが
ஶしく大͖い場߹に発දするܯ報で͋る。ܯ報とは、予される現象によͬてॏ大な
こる͓それが͋る場߹に発දする予報で͋る。ҙ報とは、予される現象ىのࡂ
によͬてࡂがىこる͓それが͋る場߹に発දする予報で͋る。

ೆ海トラフڊ大地
౦海地の定ݯ域に࿈なる遠भಿから日ಿԭまでの南海τラϑのプレーτڥ
界をݯとするڊ大地。平��年݄̑に中ԝࡂձٞでʮ南海τラϑڊ大地ରࡦ
にͭいてʯがऔりまとめられた。౦海地・౦南海地・南海地の発ੜ域もこの中に
含まれる。

ೆ海トラフԊ͍の地に関するධՁݕ౼会
南海τラϑશ域をର象として地発ੜのՄ能ੑをධՁするに͋たͬて、༗ࣝऀから
ॿݴいたͩくために։࠵。ձҎԼෳ数໊ҕһ（いͣれもֶࣝऀݧܦ）でߏされ、ै
དྷの౦海地域をର象とした地ࡂରࡦ強化地域定ձと一体となͬてݕ౼をͬߦ
ている。ຖ݄定例に։࠵される΄か、南海τラϑ沿いで異常な現象が観測された場
߹、ྟ 時に։࠵される。

熱帯低気圧
ଳまたはѥଳ地ํに発ੜする低気圧の૯称。低気圧域の最大風が͓よそ
��N�Tະຬで風にຬたないものをࢦすことも͋る。

ϋβーυϚップ（ha[arE･map）
͋るࡂにରするݥةな地۠がهೖされている地ਤ。ՐࢁՐ、地すり、่ࢁれ、ߑ
水、高ை、ੴྲྀ、なͩれなどの現象にରして、それͧれ࡞されている。
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波࿘
その場所でਧいている風によͬてͬىたʮ風࿘ʯと、ଞの場所で風によͬてੜ͡た波
がその場所までΘͬてདྷたʮうͶりʯがॏなり߹Θさͬたもの。

ώートアイランυݱ象（Heat･ITlanE･Phenomenon）
ਓ的なのഉग़や、ਓ的な地ද面ٴͼݐங物の૿加により、ࢢの気温がपғよ
りも高い状態になる現象。温線がࢢをؙくऔりғΜで、気温分布がౡのようなܗ
になることから、このように呼ばれる。

ひͣΈ計
地֪ؠੴͻͣΈܭの項を参照。

ඇ静力学モデルɺ静力学モデル
大نな大気のӡಈに͓いては、Ԗํの大気のӡಈは、水平ํのӡಈにൺて
૬ର的に小さい。このため、大نな大気のྲྀれを予報するための水平分ղ能（֨子
間隔）のૈいモデルでは、Ԗํの大気のӡಈを水平の気ྲྀのྲྀれから間的にٻ
めている。このようなԖํのऔりѻいをする数値予報モデルを੩ྗֶモデルと
呼Ϳ。一ํ、نの小さな大気のӡಈでは、Ԗํの大気のӡಈが૬ର的に大͖く
なͬてくる。このため、نの小さな大気のӡಈを予報するための水平分ղ能がࡉか
い数値予報モデルでは、降水現象などにうԖの大気のӡಈ（上ঢ気ྲྀ、Լ降気ྲྀ）
をࢉܭすることがඞ要になる。このような数値予報モデルをඇ੩ྗֶモデルと
呼Ϳ。

プレート（plate）
地球ද面を෴うްさे数LNからඦLN程度のݎいؠੴのをプレーτと呼Ϳ。

プレートテクトχクス（plate･teDtoniDT）
地׆ಈ、Ր׆ࢁಈ、地֪変ಈなどの地球ද面の地ֶ現象を、地球ද面を෴ͬている
ෳ数のプレーτの૬ର的なӡಈからੜ͡るものとして౷一的にઆ ・໌ղ໌するֶઆ。

火
Րޱから༹ؠがྲྀग़する、もしくはՐޱの֎Րࢁփのܗݻ物を์ग़する現象。

Ϛグχνϡーυ（maHnitVEe）
地のنをදすࢦ数で、一ൠに̢というه߸でදす。1���ʙ���参照。

民間気象ۀࢧԉセンター
気象ிは、予報ۀڐՄऀۀࣄそのଞຽ間に͓ける気象ۀの݈શな発ୡをࢧԉし、
ަ、ۀ࢈ͼٴ ௨そのଞのࣾձ׆ಈに͓ける気象情報の利用ଅਐをਤるため、ʮຽ間気
象ۀࢧԉセンターʯをࢦ定することがで͖る。
現ࡏ、（一ࡒ）気象ۀࢧԉセンターをࢦ定している。

メソスέール
高・低気圧やക雨લ線など、天気ਤ上でղੳされる数ઍLNنの大気現象のスέー
ルより小さく、ཽ 所現象（数LNҎԼ）より大͖いスέールをҙຯする。大雨ہなどר
をもたらすੵ乱雲܈などは数ेLNنで͋りϝιスέールに分ྨされる。な͓、気
象ிではϝιスέールの現象をର象とする数値予報モデルとしてʮϝιモデルʯをӡ
用している。
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変๏ݩ࣍4
数値予報モデルが短時間（例えば３時間程度）に予測する、風、気温、降水量などの
様々な物理量と、地上の様々な場所や時刻に実際に観測される物理量との差が最小
になるようにするデータ同化技術。空間（３次元）の観測値の分布に加えて、時間的な
分布も考慮されることから4次元と称される。

ライダー（liEar�LiHht･DeteDtion･anE･RanHinH）ɺυップラーライダー
レーザー光の短いパルスを大気中に発射し、雲、エーロゾル、大気分子からの散乱光
を受信することによりそれらの濃度の高度分布を遠隔測定する装置のことをいう。
レーザーレーダーとも呼ばれる。
また、ドップラー効果を利用して上空の風の情報を得る機能を備えた装置をドップ
ラーライダーという。

ラジΦκンデ（raEioTonEe）
センサーと無線発信器を一体とした気象測器で、水素またはヘリウムを詰めた気球
に吊るして上空に飛揚し、気温・気圧・湿度・風など大気の状態の測定に使用する。

ラχーχϟݱ象（La･NiÑa）
エルニーニョ現象とは逆に、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて
海面水温が平年より低くなる現象（エルニーニョ現象の項を参照）。この現象も、日本
を含め世界中の異常な天候の要因となり得ると考えられている。

レーダー（raEar�RaEio･DeteDtion･anE･RanHinH）ɺυップラーレーダー
パルス状の電波を大気中に発射し、雨粒や雪からの反射波を受信することにより降
水の水平分布や高度などを遠隔測定する装置のことをいう。
また、降水の分布や強さなどの観測に加え、電波のドップラー効果を利用して上空の
風の情報を得る機能を備えたレーダーをドップラーレーダーという。
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